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１．目的 

本研究では、嫌悪音環境下での運動経験がその

後の通常環境下での運動に与える影響を明らか

にすることを目的とした。 

 

２．方法 

【実験①】8 週齢の雄性 C57BL/6 マウスを用い、

安静群（55 dB）、通常環境での運動（Ex : 55 dB）

群、嫌悪音環境下での運動（Ex+NE : 110 dB）群に

分けた（5匹/群）。運動条件は、強制回転かごを用

いて、ストレスフリーな 7.0 m/分で、30分/日、5

日/週、3 週間とした。3 週間の介入後、心臓血を

採取し、血漿コルチコステロン濃度を測定した。 

【実験②】8週齢の雄性C57BL/6マウスを、Ex群、

Ex+NE 群に分けた（14 匹/群、運動条件は実験①

と同様）。3週間の介入後、一過性運動試験（7.0 m/

分、30分）の前後で海馬を採取し（前後：各 7匹）、

BDNF並びに VEGF mRNA を定量した。 

 

３．結果と考察 

【実験①】安静群、運動群、運動＋音環境群の 3

群の血漿コルチコステロン濃度の値に有意な差

はなく（図１）、本条件の嫌悪音環境下での運動は、

血漿コルチコステロン濃度のベースレベルに影

響を及ぼさないことが示唆された。 

【実験②】海馬内 BDNF mRNA 発現量の変動に、

有意な交互作用が認められた（図 2）。この動態は、

急性ストレス時のものと類似していることから 1)、

嫌悪音環境下での運動経験がその後の通常環境

下での運動をストレッサーへと変換する可能性

が示唆された。また、海馬内 VEGF mRNA の発現

量では、一過性運動による変動はなかったが、嫌

悪音による有意な主効果が認められた（図 2）。 

 

図 1 血漿コルチコステロン濃度 

 

図 2 各環境での運動経験後の一過性運動が 

海馬 BDNF、VEGF mRNA 発現に及ぼす影響 

 

４．結論 

嫌悪音環境下での運動経験は、その後のストレ

スフリーな運動を有害な刺激へ変換する可能性

が示唆された。これらは、競技スポーツでの指導

のあり方に一石を投じる結果ともなりうる。 
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